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教員

現在、仏文学専攻にはフ

ランス人教員1名を含めて11

名の専任教員がいます。そ

の専門は近世から現代まで

の文学、思想、そして語学

と、幅広い分野にわたって

おり、大学院生の多様な関

心や要求に的確に対応する

ことができます。日本の大

学の仏文学専攻としては屈

指といえる、充実した教授

体制です。



専攻の教員全員が大学院生の指導教員になれるわけ

ではありませんが、皆さんの専門領域に応じて、指導

教員ではない教員も実質的な研究指導に当たることが

できます。

教員の専門分野や業績については、慶應義塾大学文

学部の教員紹介を参照してください。

とくに修士課程では、院生にすべての設置科目を履

修するように指導しています。指導教員以外の教員か

らも多彩な学識を吸収してもらうためです。狭い専門

領域に閉じこもることなく、つねに開かれた視野で文

学、思想、語学に接する態度を培うこと、それが本専

攻の大きな特色の一つです。

https://www.flet.keio.ac.jp/faculty/french-literature/


授業と研究

少人数を対象とした密度の

高い授業や研究指導によって、

研究者に求められる種々の能

力を育成していきます。

修士課程１年生では、フラ

ンス語の読解力、表現力を徹

底的に磨き、同時に研究の基

礎を学びます。

2年生では、その基礎を応用

し、また習得したフランス語

力を駆使しながら、修士論文

の完成を目指します。



博士課程の院生は、指導教授の指導のもと、各種紀

要への寄稿、国内外の学会での発表、留学による研究

を行い、それらを博士論文へと集約させます。

毎年、秋（9月末~10月初）には、研究発表会が開

催されます。修士課程の院生（おもに2年生）は修士

論文の構想と内容の一部を、博士課程の院生は研究の

進捗状況を、報告します。

さらに研究成果を発表する場として、査読付の論文

集（研究室紀要）を年1回刊行しています。編集作業

は修士課程、博士課程の院生が担当して、アカデミッ

クな論集作成を実地に体験するよい機会となります。

https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/listitem.php?index_id=16


留学

皆さんのなかには、留学を

考えている方も多いでしょう。

仏文学専攻の日本人教員全員

が留学を経験し、フランスの

博士号を取得していることも

あって、とくに博士課程の院

生には強く留学を奨めていま

す。これまで、慶應義塾大学

の交換留学制度やフランス政

府給費留学制度を活用して、

多くの院生が留学という貴重

な体験をしてきました。



留学にはいくつかの形態があります。

① 慶應義塾大学が交換協定を結んでいる、ENS

（高等師範学校）、パリ第3大学、リヨン第3大学、

トゥールーズ第1大学など（国際センター）への留学。

② フランス政府をはじめとする公共機関（フラン

ス政府留学局）が奨学金を提供する給費留学。

③ 自費、あるいは民間の奨学金を利用した留学。

書類や面接での審査を経て決定される制度がほとんど

ですが、仏文学専攻では、留学準備や留学中の研究に必

要なフランス語運用能力を養成するために、フランス人

教員によって口頭発表や文章作成の集中的な訓練が行わ

れます。

https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/ex_partners.html
https://www.japon.campusfrance.org/ja/bourses-et-financement
https://www.japon.campusfrance.org/ja/bourses-et-financement


     入学試験（修士課程）

修士課程第1次入学試験（筆

記）は次の3科目で行われます。

「指定言語」（フランス語）

「専門科目」（論述式）

「選択言語」（フランス語以外）

過去問題（「指定言語［旧指

定外国語］」と「選択言語［旧選択

外国語］」は出典のみ）は、

大学院入学案内で閲覧とダウ

ンロードができます。

https://www.keio.ac.jp/ja/grad-admissions/masters/past-exams/


「指定言語」（フランス語）については、読解力と

表現力が問われます。普段から異なる時代、異なる

ジャンルのフランス語の文章を読み、また正確なフラ

ンス語を書く訓練もしておく必要があります。

「専門科目」は、文学・思想系の問題と言語系の問

題のどちらかを選んで解答します。

文学・思想系の問題には、中世から現代までの文

学・思想史の個別事項にくわえ、時代を横断するテー

マや事象についても勉強したうえで、臨んでください。

言語系の問題では、フランス語の文法（冠詞や時制

など）、レトリック、一般言語学的問題（とくに意味

論と語用論）など、広範な知識を問います。



受験準備に役立つ書籍を、文学・思想系と言語系の

それぞれについて、いくつかあげておきます。

                       文学・思想系

➢ 饗庭孝男ほか編『フランス文学史』（白水社）

➢ 慶應義塾大学文学部フランス文学研究室編          

『フランス文学をひらく』（慶應義塾大学出版会）

➢ 岩根久ほか『フランス文学小事典』（朝日出版社）



言語系

➢ 六鹿豊『これならわかるフランス語文法』

（NHK出版）

➢ 東郷雄二『中級フランス語 あらわす文法』

（白水社）

➢ オリヴィエ・ルブール『レトリック』佐野泰雄訳

（白水社、文庫クセジュ）

➢ 斎藤純男ほか編『明解言語学辞典』（三省堂）



第2次試験（口頭試問）では、志望動機や研究計画

を中心に、質疑応答が行われます。自分がこれまでど

のような勉強をして、それを踏まえて大学院ではどの

ような研究をしたいと考えているのかを、明瞭かつ具

体的に話せるように準備してください。

また、フランス語での基本的なコミュニケーション

能力も確認されますので、実践的なフランス語につい

ても日頃の鍛練を怠らないことが大切です。



修士論文

大学院修士課程に入れば、

一番の目的はもちろん、自分

の研究を修士論文としてまと

め上げることです。皆さんと

しては、実際にこれまでどの

ような修士論文が書かれてき

たのか、気になるところで

しょう。いくつかを紹介しま

す。



➢ Les jeux de mots : le décodage et les clefs

➢ Montaigne et le malentendu : analyse du début de 

l'essai "De la gloire"

➢童話における死 ─ ペロー童話より「赤ずきんちゃ

ん」を中心に─

➢『新エロイーズ』における「恥じらい」について

➢『レ・ミゼラブル』における下層社会の表象 ─ 欺

瞞から真実へ

➢アロイジウス・ベルトラン『夜のガスパール．レ

ンブラント、カロー風の幻想曲』における二元論

について



まず、執筆言語に注目すると、最初の言語系の論

文「Les jeux de mots」と次の「Montaigne et le

malentendu」は、フランス語で書かれています。修

士論文は、フランス語での執筆も可能です。その場

合には、フランス人教員が添削し、さまざまなアド

バイスも提供してくれます。

以下、幅広い時代、作家、ジャンル、テーマが取

り上げられていることがわかります。17世紀のペ

ロー童話があり、『新エロイーズ』（ルソー）は18

世紀、最後の2つは19世紀で、『レ・ミゼラブル』

（ユゴー）は小説、ベルトランは散文詩です。

さらに見ていきましょう。



➢ 19世紀パリの消費文化とゾラ ─ 中央市場とデ

パートに向けたまなざし─

➢ マルセル・プルーストの読書論 ─ 読者と作者によ

る共同的創造─

➢ フランソワ・モーリヤックと遠藤周作

➢ バタイユにおける主体の消失と生成について

➢ 女性シュルレアリストの自己表象 ─ メレット・

オッペンハイムとリー・ミラーのコラージュをめ

ぐって

➢ ル・クレジオと交錯する時間：空間、登場人物の

変奏を巡って



ゾラ論については、「消費文化」という言葉から

も、文化史との接点が強く感じられます。

プルーストの読書論以降はすべて20世紀です。

モーリヤックと遠藤周作についての論文は比較文学

論です。バタイユの思想に正面から取り組むもの、

文学と前衛芸術の関係を論じるものもあります。

ル・クレジオのような、存命の現代作家を研究対象

にすることもできます。

このように見てくると、皆さんがどのようなジャ

ンル、どのような作家に関心を持っていても、仏文

学専攻としては受け入れる準備が整っているという

ことがわかるでしょう。



Q＆A

Ｑ 他大学の卒業生（卒業見込）ですが、受け入れて

もらえるでしょうか？

A まったく問題ありません。そのことが入試や入学

後の研究指導において不利になることはありません。

仏文学専攻の教員としては意欲のある方ならどなたで

も大歓迎です。実際にこれまで、修士課程にも博士課

程にも、他大学出身の院生が在籍してきました。



Q＆A

Q 仏文科の出身ではないのですが……。

A その点も心配する必要はありません。広い意味で

フランスの文学、思想、言語に関わることを研究した

い方であれば、どなたでも歓迎します。重要なのは、

これまでどの学科、専攻に在籍していたかではなく、

たとえ独学でもすでにフランス語を学習し、それなり

の読書経験を経て、仏文学について一定の知識を有し

ているということです。



Q＆A

Q テーマはフランスの文学、思想、言語に限定しな

ければならないのでしょうか？

A 必ずしもそうではありません。紹介した修論題目

からもわかるように、領域をまたぐような研究をする

院生もいます。文学と映画や、フランス語圏文学につ

いての研究、さらにはカルチュラルスタディーズ系の

研究をすることも可能です。ただし、いたずらに領域

を拡散すればよいというものでもなく、やはりひとつ

の、核となる問題意識を持つ必要はあります。



Q＆A

Q 大学院生同士で交流できるような雰囲気はありま

すか？

A はい、あります。院生同士の情報交換や知的交流

は研究にとっても重要なことです。教員には聞きづら

くても、院の仲間になら気軽に相談できるということ

もあるはずです。また、授業とは別に自主的な勉強会

や読書会が開かれることもあり、またとない切磋琢磨

の場です。また、留学については、現在留学中の先輩、

あるいは最近留学から帰国した先輩からの情報が、頼

りになるでしょう。



Q＆A

Q 奨学金を受給することは可能ですか？

A 必要とされる条件を満たせば、もちろん可能です。

塾内の奨学金としては、「慶應義塾大学大学院奨学

金」や「研究のすゝめ奨学金」などがあります。詳し

くは奨学金案内を参照してください。

https://www.keio.ac.jp/ja/student-life/scholarships.html


Q＆A

Q 修士修了後の進路は博士課程進学しか考えられま

せんか？

A いえ、進路は千差万別です。一般企業に就職する

方もいれば、中学や高校の教員になる方もいます。修

士課程で集中的に学び、修論を書き上げるという経験

は、社会に出てからもおおいに役立っているようです。

もちろん、自分の研究をいっそう深めるべく博士課程

に進学する先輩が多くいることは、いうまでもありま

せん。



慶應義塾の仏文学専攻は寛容の精神に富み、

学究のよろこびに溢れる専攻です。

研究に打ち込む皆さんを、

教員一丸となって

支えます。

仏文学専攻で、

ともに学びましょう！
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